
東葛しぜん観察会 

早春の水と緑の回廊を愉しむ 

相吉達夫（松戸市） 

日 時：2025 年 3 月 9日（日）9:30～12:00 天候：晴れ 
場 所：水と緑の回廊（北国分駅～堀之内緑地～堀之内貝塚公園～じゅん菜池緑地） 

参加者 28 名（大人 27名、子ども 1名） 
担当指導員：勝股・長谷川・相吉、参加指導員：12名 

本番当日の未明過ぎまでみぞれ混じりの天候。しかし、朝には晴れて記念すべき 200 回
目の観察会は幕を開けました。今回は市川市北西部の「水と緑の回廊」の半分の 3km を歩
きます。北国分駅を 3班に分かれ出発すると最初の目的地の堀之内緑地までの道中にまる
で竹箒のような樹形のケヤキが街路樹として植えてあり、本来のケヤキと違い扇形には広
がらない品種でムサシノケヤキと説明する。そして、堀之内緑地に到着。入口付近にはイ

ヌシデの種が羽から取れた状態で落ち、毛皮のコートを着たコブシの冬芽が大きくなって
目立っていた。ここでコブシの冬芽の説明をする。中間地点に差し掛かるとイヌシデ、コ
ナラ、クヌギが目立ってくる。コナラとクヌギの見分け方などを説明、先に進むと出口付

近にひっそりと立つセンダンの芽出し、その近くにコナラのドングリの実生があり子葉が
赤くなっていた。参加者一同、写真撮影。 
2 番目の目的地の堀之内貝塚公園に到着、考古学博物館でトイレ休憩後、高台から台地

と低地の景観を実感してもらう。近くにはホトケノザの群生が目立っていた。先に進むと
イヌザクラの赤い芽や写真でブラシ状の白い花を説明。その近くには横に伸びるスダジイ

の倒れそうで倒れない姿に一同感動する。先に進むとカシノナガキクイムシの殺菌剤注入
木が目立つが、伐採された木はそれほど多くはなかった。そして後半に差し掛かるとハマ
グリ、イボキサゴ、オキシジミなどの貝が目立つ、ここで堀之内貝塚の説明。その後外環
道を横断し、しばらく進むとニワトコの冬芽。1週間前の下見の時より大きくなりシュー
トが伸びている。かわいい葉痕もルーペで見ることができた。そして最後の目的地のじゅ
んさい池緑地に到着。まもなくして一部をラップで巻かれたクヌギがあり、その巻かれた
理由を参加者に質問する。樹液を吸いに来るスズメバチ対策と知り驚いていた。その後、

池に到着。じゅんさい池の名前の由来や歴史を説明。池にはヒドリガモ、コガモ、オカヨ
シガモ、マガモ、カルガモ、ハシビロガモ、カワウ、アオサギなど、至近距離なので体の
模様が肉眼でも充分見られ、一同夢中で観察する。 
ゴールまでの道中、メジロ、シジュウカラ、ヒヨドリ等々が見られ貝塚公園付近ではオ

オタカが鳴いていた。そしてゴールに到着、参加者から感想を聞く。「いつも散歩してい
る所だがこれからは見方が変わる」「クヌギとコナラの違いやイヌシデの模様を覚えた」
「イヌザクラの花を今後見てみたい」などの感想を頂き、「参加して良かった」という声

が多かったのは本当にうれしいお言葉です。自分としてはこれを機に 1年を通して今回の

コースを観察してみたいと思います。ただ残念だったのが堀之内緑地入口付近にゴミが散
乱していた事です。 

 

シラカシのドングリ ヤブコウジの実を観る   コナラのドングリ。芽が出てるかな？  貝が地表にザクザクの堀之内貝塚 


